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「理科室のおじさん」を尋ねて 

   その３  日立市立日高小学校  
 日高小の「理科室のおじさん」上野さんは、定

年になってから家庭菜園に熱中していたというこ

とです。そのおかげで、今回の理科室のおじさん

として、ジャガイモやホウセンカの教材を準備す

ることは、得意分野として栽培できたと話してい

ました。また、５年の「メダカのたんじょ

う」の中で、めだかの餌になるミジンコを

確かめる教材で、

採取するミジン

コがいなくて困

ったということ

です。 
そこで、来年の

ために、どうした

らミジンコを集

めることができるか、インターネット等で調べて研究したそう

です。東海村にある家庭菜園に手押しのポンプ井戸があり、その水を溜める貯水槽の中にたくさ

んのミジンコを発見し、３つの容器に入れて飼うことにしました。 
学校に持参していただいた容器を覗きますと、３００匹～４００匹のミジンコが元気に泳いで

いるのが肉眼でも確認できました。上野さんに伺いますと、ミジンコは農薬や温度変化、水質状

態にとても敏感で、あっという間に全滅してし

まうということでした。ミジンコの餌は、ドラ

イイースト菌や青汁の粉末です。それを耳かき

一杯程度毎日与えて、水質の状態などを観察し

ながら育てているということです。 
来年のために、稲の切り株をもらって保管し、

春になったら、水に浸して稲の切り株に付着し

ている微生物の卵を孵化させて増やし、子ども

たちに提供したいと張り切っていました。上野

さんは、日立専修学校の電機の分野を担当する

指導者として勤務していました。指導者の立場

で子どもたちと関わっていたので、小学校の理

科室のおじさんとしての勤務も苦にならず、と

てもやりがいのある仕事と目を細めておりまし

た。専門分野と違った面でも、子どもたちのため 
に、時間をかけて準備をしていただいていること 
にとても感謝したいと思います。 

日立理科クラブ・上野博孝さん 

ミジンコ 

日立電線工場からの寄贈品が 
理科室の掲示物として展示 


